
彩の国さいたま人づくり広域連合 政策情報誌

彩の国さいたま人づくり広域連合は、
地方が主役となる分権時代の「人づくり」を目指して、埼玉県と県内全市町村が設立した
地方自治法に基づく「広域連合」（特別地方公共団体）です。
「人材開発事業」「人材交流事業」「人材確保事業」を３本柱として事業を展開しています。
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日本の役所は大転換期 内閣官房参与
慶應義塾大学法学部講師 岡本　全勝

公共政策と自治体職員の未来像 明治大学名誉教授 青山　佾

AI 時代における自治体職員のあり方について 早稲田大学政治経済学術院教授 稲継　裕昭

グローバルイシューと自治体職員
～地球温暖化とSDGｓを事例に～

横浜国立大学大学院
国際社会科学研究院教授 小池　治

地域とともに手ごたえある仕事をする存在をめざして
～社会デザインからみた「これからの自治体職員」が実践する
　＜関連性を活かすワーク、編み直すワーク＞～

立教大学大学院
21世紀社会デザイン研究科教授 中村　陽一

地方自治体における政策研究の視点と自治体行政の展望
～地方創生時代に自治体（職員）はどうしていけばいいのか～

関東学院大学
法学部地域創生学科准教授 牧瀬　稔
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